
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

                            

  FF 奈良創設者の大西さんが 15年間、その後仮家さんが 3年間担ってくださった会長を 

今年度から引き継ぐことになりました。 

大きい組織での重い役割が果たして私に務まるのか、もっと適任者がおられるのではないか

と躊躇しましたが、18年間貴重な楽しい経験をさせてもらった事に恩返しするつもりで決心致

しました。初めて会長、２名の副会長共に女性となります。各々事情も抱えていますが協力し

て女性パワーで取り組みますので、皆様どうぞ寛容な温かい気持ちでよろしくお願いします。 

奈良クラブは２００１年の創設以来、会長はじめ皆の力で着実に前進して来ました。お陰で

今や全国のクラブから(あるいは世界のクラブからも)注目されるクラブに成長しました。 

しかし会員の平均年齢も確実に上がっていて、当初平均年齢が５０代半ばだったのが７０代に

なろうとしています。スタートした頃の受入れでは、アメリカから８０代の方がアンバサダー

として来られることにビックリしたことを思い出しますが、今や奈良クラブでも驚く年齢では

なくなりました。 

今後も組織を活発に継続して行く為には新入会員や若い世代の方達の参加が欠かせません。

毎年数名の新入会員がありますが、同じ位の人数の方が辞めていかれ、ここ何年かは大体 75名

前後の会員数です。 

同好会活動もますます活発になり会員同士の結びつきも深まっていますが、一方ではもう受

入れや渡航はしんどい、お役に立てないから退会を考えているという声が聞こえてくるのは残

念です。国際交流という FF 活動を通じて折角できた人と人との繋がりを大事にして、それぞ

れが出来る所で楽しく活動を続け、FFに繋がっていることで安心感や充実感が持てるような 

Multigenerational Club (多世代型クラブ) を目指していきたいと考えています。 

 皆で力を合わせて FF奈良を育てて行きましょう。 

 

 
1/27(日)   総会・新年会（とみの里） 

3/10(日)   第 13 回 World Friendship Day 

           （はばたき） 

6/16(日)     中部ブロック会議 

         奈良主催（奈良国際フォーラム） 

10/27.28(日・月) 日本大会（静岡クラブ） 

 

例会  2/24 3/24 4/21 5/26 6/23 

     7/28 9/22 10/20 11/24 12/22 

 

  

 

3/28（木）～4/4（木）  台湾・高雄クラブ 

 

5/12（日）～15（水）   アメリカ 

SanDiego クラブ(Stopover) 

 

10/1(火)～16（水） アメリカ 

Western North Carolina クラブ 

Greater Atlanta クラブ(Stopover) 

    

 

  

佐々木 啓子 
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１、活発に活動を続けていくには、FFを広く知ってもらい常に会員の拡充が欠かせません。

３月のワールドフレンドシップデイ始め、例会や各種イベントには出来るだけお客さんをお

誘いし PRに努めましょう。(例会を見学に来られた方からは自由に意見を言い合える雰囲気

に感心したという感想をよくお聞きし、入会に繋がるケースが多くあります。） 

 

２、昨年から「奈良発見プロジェクト」と銘打って奈良の新しい魅力の開拓を始めています

が、受入れプログラムにも生かせるようにしていきたいと思います。今年の台湾高雄クラブ

受入れ時にも体験型のプログラムを取り入れるよう考えています。 

 

３、月 1度の定期的な例会は他クラブで行っているところはほとんど無いそうです。奈良ク

ラブでは創設以来ずっと続いていますが、内容に関しては一方的な報告連絡になりがちで

す。時間的制約がある中でも出席して良かったと思える例会になるよう企画・工夫していき

たいと思います。 

 

４、準会員制度が発足して 3 年が経ちました。その間短期ホームステイの経験や FF イベン

トへの参加、またお茶や着付け教室など徐々に準会員同士の結びつきも深まってきたようで

す。いずれは FF 正会員になって活動に参加してもらうのが主旨ですから今後はタイミング

を見て正会員に迎えられるような手立ても考えていかないといけません。 

 

５、会員の高齢化に伴う、シニアサロンの設立も会員の賛同を得ながら、具体化し実現を目

指したいと考えています。 

 

６、今年は奈良クラブが中部ブロック会議の主催クラブです。 

( 6月 16日 於：奈良春日野国際フォーラム ) 

静岡・愛知・岐阜・三重・福知山・大阪・奈良の 7 クラブが持ち回りで毎年開催しています

が、内容のある意義あるブロック会議になるように努めます。主催クラブとして会員の協力

をお願いします。 

 

７、2020年には奈良クラブは創設 20周年を迎えます。 

記念行事などを考え、その準備に着手し始めることが必要になります。 

 

 

 

無任所担当役員 3名の名称をプロジェクトとしました。   

行事毎にプロジェクト形式で担当を決めて対応します。 

＊新年会 ： 内田 河村 

＊ＷＦＤ : 池上 浦西 （アドバイザー ： 佐々木 内田） 

＊中部ブロック会議 ： 佐々木 内田 樋室 

＊ファンドレイジング担当 ： 内田 樋室 

 

これから進めていくプロジェクトです 
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やっぱりＦＦは楽しい。そんな声が
聴けるよう努力します。私からの
お願いは、断らないで気持ちよく
引き受けてくださいね。  

皆様のお力を借り
ながら頑張ります。 

2019年度新役員紹介 
皆様よろしくお願いいたします！! 

顧問 

 

会長 

 

監査 

 

交換 

 

次世代 

 

会計 

 

事務局 

 

副会長 

 

 

 

プロジェクト 

 

若い世代で国際交流に関心のある方たちがもっと気軽に

活動に加われるように、山口さんと一緒に進めていきます。 

 

広報紙などを作らせて

頂いているお陰でたく

さんの事を学んでいま

す。先生はスマホです。 

Sally と気軽に呼びかけて下さい。

準会員の皆さんとの連絡役です。ホ

ームステイは楽しく、人生をより充実

させると信じてやみません。よろしく！ 

 

FF 広報と事務局でword, excel 

の応用範囲が広がりました。 

今年も WFD 担当します。

一緒に楽しみましょう 

担当2年目です。あなたも、受入れの Host Coordinator

 、渡航の Ambassodor Coordinator を担当してみませ

んか。この貴重な体験は、素晴らしい思い出と自信となり、

今後の生活、活動で大いに役立つと思います。 

 

 

 

 

 

黒一点です 
広報 

 

  吹田 栄子(元事務局)  山足 和生（元顧問） 
  高尾 ハツ子（元監査） 

 

役員退任 3名 

  

道上恵子 

大西弘 仮家正剛 

浦林直子 

 

山口隆子 

乾真理 

辻井良行 

西井昭子 福田和美 

池上世子 

佐々木啓子 
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顧問 大西 弘 

 

フレンドシップ・フォースは大人同士がホームステイを通して世界に友情の輪を広げ、世界

平和に貢献する事を目的に４０年以上の長きに亘り、草の根の国際交流活動を続けて来ました

が、世界情勢も大きく変化する中で、クラブ会員の高齢化が徐々に進行し、今や世界中の多くの

クラブにおいて渡航や受入れが難しくなってきている状況です。日本においても、多くのクラ

ブが同じような悩みを抱え始めており、奈良クラブも決して例外ではありません。この問題は

既に１０年以上前から個々のクラブにおいては夫々に問題意識を持ち、色々な取り組みがなさ

れてきましたが、残念ながら有効な解決策は未だに見出されていません。 

この危機的状況を打開する為には、最早各クラブ単位ではなく全てのクラブが組織的に情報を

共有し、共通の課題としてみんなの知恵を出し合って自らの問題解決に向けた取り組みをしな

い限り、何時まで経ってもトンネルから抜け出す事は出来ません。 

その解決の糸口を見出す為に、昨年１０月松山における日本大会の代表者会議で、 

ＦＦ日本コミュニケーションネットワーク構想が提案されました。その後、関係者の間で準備

が進められ、いよいよ今年から正式にこの組織が発足する事になりました。 

これは各クラブから選出された推進委員の皆さんが日常的に情報を共有しながら、自由に意

見を交わし合う広場として活用され、共通の課題を一つ一つ解決して行こうと言う新たな試み

であり、ＦＦＩからも期待を込めて注目されている取り組みでもあります。 

このネットワーク組織で共有された情報を基にブロック会議や日本大会の代表者会議におい

て真剣に討議され、最終的には各クラブの活性化に活かされる事が期待されます。 

 

奈良クラブからは山口隆子役員が委員として選出されました。この新しい組織で話し合われ

る当面の課題は次の３つに絞られます： 

 

  

 

奈良クラブでは比較的早くから、これらの問題に取り組んで来られたと思いますが、まだま

だ成功例として、他クラブに自信を持って紹介できるほどの成果を上げているとは言い難いで

しょう。 

今年からは佐々木新会長を中心に女性パワー全開で、この新しい組織を積極的に活用され、

より具体的な成果を上げられるよう期待致しております。 

新会長は２０１９年度の活動方針の一つに Multigenerational Club（多世代型クラブ）を目

指す事を掲げておられますが、これは若い世代からコアメンバー、更にはシニアメンバーと全

ての年代層がシームレスにつながる組織を目指していると理解しています。イメージ的には次

ページのような組織になると思いますが、この形がきちんと機能すれば、奈良クラブは持続可

能な組織となり、全ての会員が安心して活動を続ける事が出来るようになると大いに期待した

いと思います。 

 

 

 

1，如何にしてアクティブ会員(コアメンバー）を確保するか 

2，如何にして次世代の会員を育成するか 

3，如何にしてシニア会員を確保する 
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全ての世代がバランスよく混ざり合うＦＦファミリーを目指す 

 

 

 

ＦＦの渡航や受入れは難しいが、 

可能な限りＦＦの活動を支え続

けたいと願うシニアの会員 

 

ＦＦの渡航や受入れのみならず、

全てのクラブ活動に能動的に参

加でき、クラブの中心的役割を

担う会員 

 

ＦＦの理念に賛同するが、まだ

渡航や受入れにフルに参加す

る事が難しい現役世代。将来

的にはＦＦのアクティブ会員と

なる事を期待する 

 

参加可能な渡航と受入 

全てのクラブ活動 

シニアサロン 

 

全ての渡航と受入 

全てのクラブ活動 

 

特定の受入れプログラム 

特定のクラブ活動 

 

 

どんなメンバーか どんな活動に参加出来るか 

奈
良
ク
ラ
ブ
も
設
立
後
二
十
年
近
く
経
過
し
、
Ｆ
Ｆ

の
渡
航
や
受
入
れ
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
会
員

が
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

会
員
は
全
て
同
じ
志
を
持
っ
て
長
く
Ｆ
Ｆ
の
活
動
を

共
に
し
、
固
い
絆
で
結
ば
れ
て
き
た
仲
間
で
す
。
こ
の

仲
間
同
士
が
お
互
い
に
築
き
上
げ
て
き
た
絆
を
大
切

に
し
、
い
つ
ま
で
も
Ｆ
Ｆ
の
会
員
と
し
て
交
流
を
続
け

て
行
く
為
の
広
場
、
そ
し
て
誰
も
が
心
を
癒
さ
れ
る
憩

い
の
場
、
こ
れ
が
シ
ニ
ア
サ
ロ
ン
で
す
。 

ま
だ
、
具
体
的
に
形
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
か
ら
少
し
ず
つ
声
を
掛
け
合
っ

て
自
分
達
の
最
も
心
地
よ
い
形
を
作
り
上
げ
て
行
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
年
齢
制
限
は
一
切
設
け
ま

せ
ん
。
こ
の
考
え
方
に
賛
同
さ
れ
る
方
は
ど
な
た
で

も
大
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
発
起
人
に
ご
連

絡
下
さ
い
。
こ
の
シ
ニ
ア
サ
ロ
ン
が
奈
良
ク
ラ
ブ
に

と
っ
て
一
つ
の
新
た
な
付
加
価
値
と
な
る
事
を
祈
り

つ
つ
。（
発
起
人
：
大
西 

弘
） 
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 FF奈良クラブで、「若い世代のファミリーが気軽に国際交流を楽しめる機会を」と呼びかけて 

2016年 2月に創設したのが準会員制度です。 

子育て世代が中心のため、負担の少ない週末だけのショートステイや、日本に留学している学生の 

受け入れが好評で、親が楽しそうに生き生きと交流する様子に子供達も自然体で国際感覚を育てています。 

また、海外の方から要望の多い着付けや茶道を習う機会が無かった若い世代の人たちから、「まず自分達が 

学びたい」との声が上がり、2017年４月からは月二回の着付け・茶道部が発足しました。 

参加者同士が仲良くなり FFの行事に誘い合って参加したり、情報交換して受け入れの参考にしたりしています。 

FF奈良クラブの正会員の皆様とも、パーティーや滞在中の行事を通じて顔見知りができ、 

色々サポートしていただいたり、あたたかく見守っていただいています。 

これからも、準会員制度が充実しここから正会員になり活躍する方が続くように、引き続き楽しく活動していきたいと 

思います。 

FF奈良クラブ準会員担当役員 浦林直子 

 

◇山下直子さん 
ショートステイの受け入れを４回させていただきました。ホストをするのは大変ですが、 
一緒に食事や観光をして、ゲストの方と家族で交流できるのは価値ある体験だと 
思っています。また着付け・茶道部やＷＦＤにも参加させていただき、正会員の方の 
ホスピタリティの素晴らしさを感じます。 
私も何か人に喜んでいただけるものを持っていたいなと思います。  

◇和田美紀子さん 
我が家が準会員になって 2年ほどかと思いますが、 
有難いことに既に 2回の学生の受け入れを 
することができています。 
子どもがまだ小中学生で個室も用意できないため、週末の学生受け入れは都合が良いのです。 
留学生との交流は子どもたちにも素晴らしい刺激となっています。 

◇鳥羽絵里さん 
２回ショートステイの受入れを経験させていただきました。 
文化の異なる人との交流はエキサイティングで 
とてもワクワクします。楽しい時間を過ごすことができました。出かけたり、花火をしたり、 
料理をしたり…子供たちも遊んでもらい、大変貴重な経験、素敵な思い出になっています。 
WFD では世代の異なる方と交流ができ毎年楽しみにしています。 

ホームステイの受入れは主に土日等週末や夏休みのショートステイが中心です。 
受入れを体験した準会員の声を紹介します。 
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着付け・茶道部は、正会員の浦林さん宅で月 2回のペースで活動しています。 
着付けは梅本さん、茶道は浦林さんの指導の下、和やかな雰囲気でお稽古に励んでいます。 

一服のお茶と 
おいしいお菓子。 
心癒される時間を 
過ごしています。 

◆古川麻里さん 
娘と二人で、お茶と着付けのお稽古をしています。娘と初めての共通の趣味でお稽古の日が楽しみです。 
また、奈良についての勉強会では、自分が奈良の事を何も知らないことに驚き、 
大茶盛など普段経験出来ないようなイベントも楽しく参加させていただきました。 
今年はもっと積極的に色々参加したいと思っています。  

◆梅本純子さん 
２時間の限られた中で、慌ただしく着物を着て、茶道のお稽古に臨みます。 
季節毎の茶道具、お花、愛らしい生菓子、茶釜から立ち上る湯気。 
全てが一服のお茶と共にご馳走です。 
着物の着付けや、作法やお点前、上手くできたりできなかったり、 
すっかり忘れていたり。そんな緊張や癒しを心地良く過ごしています！ 

◆杉田真知子さん 
茶道体験に気軽に参加させて頂けるとのことで何も知らない私ですが参加させて頂いたのがはじまりで、 
着る機会のない着付けを教えて頂き、お茶を点てるシャカシャカと聞こえる音が心地の良い、 
まさに日日是好日の映画の世界です。 
それでいて会員の方とわきあいあいと世間話出来、心落ち着く空間と時間を楽しませて頂いています。 

◆川本綾子さん 
少しずつ自分の時間が取れるようになってきたので、数回参加しています。 
あれこれ会話をしながら着物を着るのは、衣擦れの音が心地よく、とても優雅な楽しみだと感じています。 

ステイの受け入れはまだまだ難しいのですが、いつかする時にはゲストに自分でお茶を振舞う事が 
できるようになればなぁと夢見ながら、癒しの時間を楽しんでいます。 
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今年は会長交代や Multigenerational Club を目指してい

くということで、特別号を出すことになりました。発行予定

が１ヶ月早まって、会長、大西さん含め大慌てで編集しまし

た。次世代の記事は次世代の方に編集して頂きました。 

編集・発行 The Friendship Force of Nara 広報 

事 務 局 〒631-0006 奈良市西登美ヶ丘 4-2-16 

 電話：0742-48-5732  

E-mail sassas@m3.kcn.ne.jp   HP http://ffnara.jp/ 

 

 

 

出席者 72名 

会員  66名 

ゲスト 3名 

子供  3名 

現会員 73家族 

退会者 5 名 

入会者 3 名  

役員新任 浦西 

 

午前中、総会はとてもスムーズに終了 

司会 辻井 

 

mailto:sassas@m3.kcn.ne.jp
http://ffnara.web.jp/

